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8 糖尿病チーム医療における寸劇の効果
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当院で毎年秋に行っている糖尿病フェアにおい

て,昨年 ｢渡る横間は糖尿病ばかり｣という寸劇
を行った.まず宮腰医師による台本が完成し,辛

ャストを募り,広報を開始した.練習にスタッフ

全員がそろうことはなかったが,いろいろな職種

の人たちが集まってひとつのものをつくっていく

過程は,とても楽しかった.そして発表当日,マ

スコミ関係者と150名近くの患者さんを迎え,1

幕から3幕 ･カ-テンコ-ルまで大きな失敗なく

無事終了した.

スタッフと患者さんのアンケ-トでは,寸劇は,

スタッフには達成感と結束力をもたらし,患者さ

んにとっては,わかりやすく楽しい学びの場とな

った.

!I フットケアに関するスタッフの意識調査を行

って
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病棟全体のフットケアに役立てる為,H19年 9

月に患者の足に関するスタッフの意識調査を行

い,意識や関心の低さがわかった.そこで晃観察

図を用い,入院時とその後は週 1回看講師2名で

患者全員の足の観察を行っていった.それをより

確実に行う為にH20年6月より,フットケア回

診を定例化した.週 1回定期的に観察し,認定看

護師の助言を受けながらアセスメントを行い,処

置やケアの指導を行っている.H21年1月再び行

った意識調査で,フットケア回診や足観察図を使

用してから,患者の足に関するスタッフの意識や

関心が向上したことがわかった.今回の意識調査
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では,フットケア回診を始めてから愚者の崖を観

察することが定着し,又観察にとどまらず,患者

のセルフケアにつながる為の,知識 目安術 ･指導

力の必要性 ･重要性をスタッフが実感したことが

わかった.今回,患者アンケ-トには至らなかっ

たが,フットケア回診を開始した後,患者自身の

足への関心も強くなった印象もあった.

lO インスリン治療糖尿病患者の外来待合での意

識調査
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【はじめに】当院では,インスリン自己注射に必

要な針や血糖測定の物品を内科外来で渡してい

る.患者は実際にどのように感じているのかアン

ケ-卜調査をした.

【結果 ･考察】アンケ- トから糖尿病であるこ

とを知られたくないと感じている患者が約3割,

インスリン治療の材料を今の渡され方は嫌だと感

じている患者は2割であった.プライバシーの保

護のために場所,方法を考慮した渡し方の検討が

必要である.また,その他の意見から患者のイン

スリン注射 ･自己血糖測定に対する理解の不十分

さを感じ,指導の充実をはかる必要がある,

ll GI(クリセミック ･インデックス)の低い

牛乳が2型糖尿病患者の食事に与える影響
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【目的】糖尿病の食事療法において,1日の血糖

値を安定させることは重要な目標のひとつであ

る.今回,牛乳摂取のタイミングによる血糖値へ

の影響を検討したので報告する.

【方法】当院に糖尿病教育入院した2型糖尿病

患者を対象とし,朝食時牛乳摂取群9名と昼食時

牛乳摂取群 6名を拍動 各食前と眼前の血糖値を
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レトロスペクテイブに調査した.なお,牛乳摂取

のタイミングを変えたのみで食事の指示単位の変

更はなかった.また食事,運動療法のみの患者を

対象とし薬物療法併用の慮音は除外 した.

【結果い開食時牛乳摂取により夕食前血糖釧 ぎ

らつきに減少が見られ,また畳食時牛乳摂取によ

り眠軌 朝食前血糖細 ぎらつ きに減少が見られた

E考察】これまでに牛乳摂取による血糖 上昇抑

制効果は GIの観点より食後 2時間との報告はあ

ったが,それ以上の持続効果があることが考えら

れた.乳製品を上手く取 り入れることが血糖値安

定の -一助になると期待される.
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大腸癌イレウス術後に生じた敗血症性ショーソタ

に対 し,エン ドトキシン吸着療法 (以 ¥rpMX-

DHP),持続的血液凍過透析 (以 ドCHDF)を施

行し救命できた症例を経験 したので報告する.

症例は63歳,異性.食欲不振,腹部膨満,便秘

を訴え救急搬送された CTとCFを施行し,直腸

癌による腸閉塞症と診断 した 減圧国難なため緊

急手術を施行 した.癌の局在は上部直腸で,全結

腸 ･全小腸が智明に拡張 していた.腸管内零を可

及的に排除 し,ハル トマン手術を施行した.術後
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シ トニンの高値を認めた.症状経過と検査所見よ

りbacteTialtranslocationによる敗血症性ショッ

クと診断 し,速やかにPMX-DHPおよびCHDF

を施行 した.直後より血圧の L昇 と解熱を認め,

全身状態は安定 した.1日2000ml前後の多選の

水様便が持続 したが保存的治療で徐々に軽快 し,

経口摂取再開後も症状の増悪なく経過 した.


